
 

 

 

 

 

               家庭養護推進 道半ば・・・  
            「真に子どもにやさしい国をめざして」 

出版記念Webinar講演会 
  

自民党児童の養護と未来を考える議員連盟会長 

超党派児童虐待から子どもを守る議員の会座長 

衆議院議員 塩崎 恭久氏  
  

 先の11月4日（水）上記の講演会がオンラインで行われました。講演は元厚生労働大

臣の塩崎氏です。塩崎議員は皆さんご存じのH28年の「新しい社会的養育ビジョン」「児

童福祉法改正」などを大臣として中心になり制度化を図りました。また「都道府県社会的

養護推進計画」を各都道府県に要請。できるだけ早期に社会的養護を達成し、多くの児童

の養育を家庭（的）に という要請から全国化する計画でした。各自治体は 1 年間かけて

その計画を立て本年 3月に終えました。その結果については、10月末に配布された「ファ

ミリーホーム通信2020年度版」に掲載しました。その中で特徴的なことは、国の指針とは

離れ、多くの自治体で目標達成が困難視されていることでした。（資料３、４） 

ここでもう一度目標値を挙げてみます。（資料１，２は参考までに） 

 

なお、講演では、児童福祉法に対する圧力、特に第一条、第三条などがかなりの抵抗が

あったと語っていらっしゃいます。「・・・ビジョン」や「…推進計画」は子どものため、子ども

達の未来のために高い数値目標を立てたのに、大勢の反対勢力のために押し戻されてし

まった、ということです。 また最後に、「子どもたちのための改革・革命は簡単ではない。

厚生労働大臣に戻ったら一気に全部達成したい」とも話されていました。 

 

『感 想』 

●塩崎先生の熱い思いがよく伝わってきました。大臣が子どもの最善の利益のために 

改革・革命を起こそうと活動をしていたことが身につまされました。 

 ●私たちも、甘い蜜や目の前の人参に惑わされないように子どもにとってよりよい家庭、

より良い FHのために前進したいと思いました。 

 



資料１ 

以下の資料は関連資料です（塩崎恭久事務所作成） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

「改正児童福祉法」第一条と第三条を見てください。 



 資料２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


